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参考サイト 
•CamEngine 製品ページ（製品最新情報など） 
https://www.avermedia.co.jp/usecase-detail/CamEngine-4-Solutions 

•AVerMedia Twitter 
https://twitter.com/avermediajapan 

/ ページ3 46

https://www.avermedia.co.jp/usecase-detail/CamEngine-4-Solutions
https://twitter.com/avermediajapan


参考動画 
• （Mizuna）手元を映して顔出しワイプがカメラ１台でできるデュアルカメラと、ポケッ
トにスッポリ入って360度複数人で使えるマイクとスピーカーで、どこでも講座ができ
るAVerMedia（アバーメディア）最強セット！ 

https://www.youtube.com/watch?v=pOjul9wGgVw 
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1. セットアップ 
　CamEngine製品ページから最新版の『CamEngine』（PC / Mac版）を
ダウンロード・インストールします。『CamEngine』を起動する前に、
AVerMedia製品（ウェブカメラ製品のPWシリーズ、BU113など）をパソコ
ンに接続してください。 
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2. CamEngineの使い方 
　『CamEngine』を起動して、以下のように、Web会議モードもしくはラ
イブ配信モードを選択します。 
 
モード1：Web会議（PiPモード） 

 
モード2：ライブ配信（マルチモード） 
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3. モード1：Web会議（PiPモード） 
　PW313Dもしくは最大2台のAVerMedia製ウェブカメラ（PWシリーズ） 
/ ビデオキャプチャーデバイス（BU113）を同時に使用してPiPで配信・録
画することができます。Web会議モードを使用する場合は、カメラフィル
ター、ARエフェクト、ePTZ、キーストーン補正、AIノイズリダクションな
どの機能を使用することができます（* 機種により使用できる機能が異なり
ます）。 
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⭐ 設定手順・使用手順： 
Step 1. 「Web会議」を選択します。 
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Step 2. ソース（ウェブカメラなど - 最大2カメラまで）とレイアウト（PiP
映像の配置）を設定します。 
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※下図のように、設定・変更したいソース映像（ウェブカメラなど）のウイ
ンドウ上で右クリックをして、ソースの解像度などを設定したり、ソース
を変更したりすることができます。 
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Step 4. 通信・配信ソフトウェアを起動します。下図のように、ソフトウェ
アの設定を開いて、入力・映像デバイスとして 「AVerMedia CamEngine 4 
Virtual Camera」を選択し、『CamEngine』で設定したカメラ映像が表示
されることを確認して、設定は完了です。 

 

※『CamEngine』を起動する前に、起動中の通信・配信ソフトウェアを全
て終了してください。 

※通信・配信ソフトウェアの設定で「AVerMedia CamEngine 4 Virtual 
Camera」が表示されない場合は、使用している配信ソフトウェアを全て
終了して再起動してから再度試してください。 

※通信・配信ソフトウェアによって、「AVerMedia CamEngine 4 Virtual 
Camera」が使用できない場合があります。他の通信・配信ソフトウェア
を試してください。 
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・メニューの見方 

1

ソース

使用中のデバイス（ウェブカメラなど）です。ソースを選択して
設定し、左側の機能を使用することができます。使用できる機
能はデバイスによって異なります。

2
使用中のデバイスの映像です。設定・変更したいソース映像の
ウインドウ上で右クリックをして、カメラの解像度などを設定
したり、ソースを変更したりすることができます。

3 機能 / カメラ設定

使いたい機能をクリックをして使用・設定します。 

※ 各機能の説明は、本マニュアルの「機能 / カメラ設定」をご
参照ください。

4
ツールバー

（ソース映像）移動 / ズーム / 回転と反転 / 一時停止、UI非表
示モードON、（ソースAとソースB）ソース切り替え 

※ 各機能の説明は、本マニュアルの「ツールバー」をご参照く
ださい。

5 撮影（スクリーンショット - PDF or PNG）、録画（MP4）

6

プロファイル
Web配信 / ライブ配信を切り替えます。また、自分で作成した
プロファイルを選択することができます。さまざまな状況に合
わせて、さまざまなプロファイルを作成できます。

会員 AVerMedia会員アカウントのログイン / ログアウト。

設定 本ソフトウェアの設定です。バージョン情報や、ホットキー設
定などここで確認・設定してください。
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・機能 / カメラ設定 
　（2022年06月現在）使用可能な機能は以下です。使用可能な機能はデバ
イスによって異なります。!

使用可能な製品

⑴ キーストーン補正 PW313D（右カメラ）

⑵ フォーカス設定 PW313D、PW310P

⑶ ePTZ PW513、PW315、 
BU113

⑷ バーチャル背景 
（* PC版のみ対応） PW313D、PW310P

⑸ ARエフェクト
PW513、PW315、
PW313D、PW313、 
BU113

⑹ フィルター
PW513、PW315、
PW313D、PW313、 
BU113

⑺ 映像ノイズ低減 PW513

⑻
レイアウト 全製品

映像
基本設定

全製品
⑼ 詳細設定

⑽ マイク AIノイズリダク
ション機能

PW513、PW315、 
PW313D、BU113

/ ページ13 46



⑴ キーストーン補正 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW313D（右カメラ） 

　キーストーン補正（台形歪み補正）機能は、デスクの上の書類や物などを
斜めから撮影した際の台形のゆがみを長方形 / 正方形に補正することで正面
から撮影した場合と同様に表示する機能です。 
 

※設定動画 
https://www.youtube.com/watch?v=HjcLeQsBgI4 
https://www.youtube.com/watch?v=pOjul9wGgVw 
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⭐ 設定・使用手順： 
※PW313D（右カメラ）のキーストーン補正機能を使用する際は、フォーカ
ス方式を「オートフォーカス」に設定してください。詳しくは本マニュア
ルの「フォーカス設定」をご参照ください。 

Step 1. PW313Dの右カメラ（PW313(R)）を選択・設置します。「キース
トーン補正」機能を選択して有効にします。 
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Step 2. フレームラインをドラッグして、赤枠を撮影する被写体（文書や物
など）に合わせて撮影の範囲を確認した後、「完成」をクリックします。 
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Step 3. 下図のように、被写体のみもしくは撮影したい範囲のみを撮影して
います。撮影範囲を修正したい場合は、「編集」をクリックして撮影範囲を
再選択することができます。 
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⑵ フォーカス 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW313D、PW310P 

・フォーカスモード 
　ウェブカメラのフォーカス方式（固定 / オート / マニュアル）を切り換え
ることができます。選択できるフォーカス方式は以下です。 

※PW313D（右カメラ）のキーストーン補正機能を使用する場合、もしくは
書類や物を接写する場合は、フォーカス方式を「オートフォーカス」に設
定してください。 

固定フォーカス PW313D（右カメラ）

オートフォーカス PW313D（左&右カメラ）、P310P

マニュアルフォーカス PW313D（左&右カメラ）、P310P
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⑶ ePTZ 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW513、PW315、BU113 

　ePTZ機能を有効にすると、全員 / 発言中の人物に対してAI自動追跡ズー
ム、もしくは登録済みプリセット呼出ズームを使用することができます。以
下の3つの機能を選択することができます。 

※設定動画（CamEngine 3） 
https://www.youtube.com/watch?v=12G0qU4eCl0&feature=emb_title 
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① （AI自動フレーミング）顔検出： 
　カメラの画角内の参加者全員が映るようにAIが自動的にフレーミングを行
います。 

② （AI自動フレーミング）話者検出： 
　発言者にズームします。この機能は口の動きによって発言者を判断しま
す。 

/ ページ20 46



③ マニュアル： 
　デジタルパン、デジタルチルト、ズームの設定をプリセットとして保存す
ることができます。ビデオ会議中やライブ配信中に簡単に保存したアングル
に切り替えることができます。事前にカメラ位置を保存することで使用中
に、部屋全体の広角映像から被写体へのクローズアップなど、カメラ位置を
スムーズに切り替えることができます。ホワイトボードや対象物へ簡単に
ズームカメラを調整して映し出すことができますので、視点固定フォーカス
型PTZカメラ（パンチルドズーム）として利用できます。 
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⑷ バーチャル背景 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW313D、PW310P 

　バーチャル背景機能を有効にすると、見せたくない背景を除去 / 透過 / ぼ
かし（ブラー）、もしくはリアルタイムで他の画像ファイルに置き換えられ
ます。 

※バーチャル背景機能はPC版（Windows）のみ対応です。Mac版には対応
しておりません。 

※最高の効果を得るためには、実際の背景をできるだけシンプル（黒白な
ど）にすることをお勧めします。 

※『CamEngine』の設定で、バーチャル背景の映像表示技術（Vulkan - 
AMD or Nvidia / OpenGL - Intel）を変更することができます。 

・カラー 
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・透過 

・ブラー（ぼかし） 
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・ファイル 

/ ページ24 46



⑸ ARエフェクト 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW513、PW315、PW313D、
PW313、BU113 

　AR技術で作成されたエフェクトを活用してさまざまな演出を加えられま
す。お好きなエフェクトを選択することができます。 
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⑹ フィルター 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW513、PW315、PW313D、
PW313、BU113 
 
　フィルターのON/OFF、設定の変更ができます。 

/ ページ26 46



⑺ 映像 
・基本設定 / 詳細設定 
　ソース映像（ウェブカメラなど）の映像の詳細設定ができます。 
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⑻ 映像ノイズ低減 
★使用可能な機種：PW513 
 
　映像ノイズ低減機能のON / OFF、低減レベルの設定 
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⑼ レイアウト 
　レイアウト（PiP映像の配置）を設定します。４種類のレイアウトから選
択・設定することができます。 
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⑽ マイク 
★使用可能な機種：PW513、PW313D 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW513、PW315、PW313D、
BU113 

・AIノイズリダクション 
　AIノイズリダクション機能のON / OFF 
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・ツールバー 
⑴ 映像の移動 / ズーム 

・ソースを移動 
　CamEngineプレビュー画面上で、設置したソースを選択してドラッグしな
がら移動させることで、好きな位置に動かすことができます。 
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　ソースを拡大・縮小するには、プレビュー画面上のソースの角をドラッグ
します。 

・映像を移動 / ズーム 
　「映像を移動」と「ズーム」を利用することで、ソース映像を移動したり、
拡大（100% ~ 400%）したりすることができます。 
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⑵ 回転と反転 
　『CamEngine』のプレビュー画面上で、設置したソースを選択して映像を
反転・回転することができます。 
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⑶ ソース映像を一時停止 
★（2022年06月現在）使用可能な機種：PW513、PW315、PW313D 

　『CamEngine』の映像表示を一時停止します。 
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⑷ 非表示モード 
　UI非表示モード（UIを表示せず）に切り替わります。UI非表示モードを終
了するにはキーボードの[ESC]を押すか、または右クリックをしてUI非表示
モードを終了します。 
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⑸ ソース切り替え 
　『CamEngine』のプレビュー画面上で、設置したソースを切り替えます。 
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⑹ 撮影 / 録画 
★（2022年06月現在） 
　- PDF撮影機能対応機種：PW313D 
　- 録画機能対応機種：PW313D 

　『CamEngine』のプレビュー画面を撮影（PDF / PNG） / 録画（MP4）
して保存します。 
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4. モード2：ライブ配信（マルチモード） 
　最大4台のAVerMedia製ウェブカメラ / BU113を同時に設置・設定し
て、配信ソフトウェア（『OBS Studio』、『Streamlabs OBS』、
『RECentral』など）で複数の仮想カメラとして設置・使用してPiP配信・録
画を行うことができます。 
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設定手順： 
Step 1. 「ライブ配信」を選択します。 
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Step 2. 仮想カメラ（Virtual Cam）を別々に設置・設定します。最大四つ
の仮想カメラを設定することができます。 
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Step 3. 配信ソフトウェアを起動します。下図のように、ソース（例：
『OBS Studio』の場合：映像キャプチャーデバイス）を「AVerMedia 
CamEngine 4 Virtual Camera」（1 / 2 / 3 /4）を選択して
『CamEngine』で設定したカメラ映像を映したら、解像度（Resolution）
などを設定して「OK」を押してソースを追加します。 

※『CamEngine』を起動する前に、起動中の通信・配信ソフトウェアを全
て終了してください。 

※配信ソフトウェアの設定で「AVerMedia CamEngine 4 Virtual 
Camera」が表示されない場合は、使用している配信ソフトウェアを全て
終了して再起動してから再度試してください。 

※通信・配信ソフトウェアによって、「AVerMedia CamEngine 4 Virtual 
Camera」が使用できない場合があります。他の通信・配信ソフトウェア
を試してください。 

※「AVerMedia CamEngine 4 Virtual Camera」を最大四つまで設定可能
ですが、パソコンのパフォーマンスにより、パソコンの動作が重くなった
り、ソース映像が正常に映らなくなったりする場合があります。 
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5. プロファイル 
　Web配信 / ライブ配信を切り替えます。また、自分で作成したプロファイ
ルを選択することができます。さまざまな状況に合わせて、さまざまなプロ
ファイルを追加できます。 
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6. 会員 
　下図のように、「AVerMedia会員アカウントでのログイン」の画面が表示
されます。『CamEngine』の使用を開始する前に、AVerMedia会員アカウ
ントにログインしてください。 

※『CamEngine』の一部の機能（ePTZなど）は使用するには、
AVerMedia会員のみ利用できます。 

・会員登録済みの方：ご登録のメールアドレスとパスワードを入力して「ロ
グイン」ボタンをクリックしてください。 

・会員登録していない方：「AVerMedia会員に新規登録」をクリックし、
AVerMedia公式サイトに移動して新規会員登録してください。 

　ログインに成功すると、「SUCCESS！Connection Succeeded！」とい
う画面が表示されます。 
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7. 設定 

・一般 
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・ホットキー 
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